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項　　　　　　　目 ２０２１年度 ２０２２年度

コア資本に係る基礎項目 （１）
普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 １０，５６７ １０，７５５

うち、出資金及び資本剰余金の額 ７３２ ７２８
うち、利益剰余金の額 ９，８５６ １０，０４３
うち、外部流出予定額（△） １４ １４
うち、上記以外に該当するものの額 △６ △２

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額 ３３０ ３４４
うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 ３３０ ３４４
うち、適格引当金コア資本算入額 － －

適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － －
公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行された資本調達手段の額のうち、
コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － －

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の４５パーセントに相当する額のうち、コア
資本に係る基礎項目の額に含まれる額 １ １

コア資本に係る基礎項目の額 （イ） １０，９００ １１，１００
コア資本に係る調整項目 （２）
無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額 ３０ ２５

うち、のれんに係るものの額 － －
うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額 ３０ ２５

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額 ５ －
適格引当金不足額 － －
証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額 － －
負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算入される額 － －
前払年金費用の額 － －
自己保有普通出資等（純資産の部に計上されるものを除く。）の額 － －
意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手段の額 － －
少数出資金融機関等の対象普通出資等の額 － －
信用金庫連合会の対象普通出資等の額 － －
特定項目に係る１０パーセント基準超過額 － －

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額 － －
うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額 － －
うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 － －

特定項目に係る１５パーセント基準超過額 － －
うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額 － －
うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額 － －
うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額 － －

コア資本に係る調整項目の額 （ロ） ３５ ２５
自己資本
自己資本の額（（イ）－（ロ）） （ハ） １０，８６４ １１，０７５
リスク・アセット等 （３）
信用リスク・アセットの額の合計額 ７９，２１９ ７６，３１５

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額 △５，６２２ △５，６１３
うち、他の金融機関等向けエクスポージャー △５，６４１ △５，６４１
うち、上記以外に該当するものの額 １８ ２７

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を８パーセントで除して得た額 ４，２８２ ４，２７２
信用リスク・アセット調整額 － －
オペレーショナル・リスク相当額調整額 － －
リスク・アセット等の額の合計額 （ニ） ８３，５０１ ８０，５８７
自己資本比率
自己資本比率（（ハ）／（ニ）） １３．０１ １３．７４

１．自己資本の構成に関する事項
� （単位：百万円、％）

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第８９条第１項において準用する銀行法第１４条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する
資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成１８年金融庁告示第２１号）」に基づき算出しております。

� 　なお、当金庫は国内基準により自己資本比率を算出しております。



２０２１年度 ２０２２年度
リスク・アセット 所要自己資本額 リスク・アセット 所要自己資本額

イ．信用リスク・アセット
　　所要自己資本の額の合計※１ ７９，２１９ ３，１６８ ７６，３１５ ３，０５２

①標準的手法が適用されるポー
トフォリオごとのエクスポー
ジャー※２

８３，４３７ ３，３３７ ８０，４６３ ３，２１８

ソブリン向け ４０ １ ９０ ３
金融機関及び第一種金融商品取引業者向け １８，４１３ ７３６ １９，０９０ ７６３
法人等向け ２８，６４７ １，１４５ ２８，３２３ １，１３２
中小企業等向け及び個人向け １５，４７２ ６１８ １２，８７９ ５１５
抵当権付住宅ローン ２，４６５ ９８ １，８６１ ７４
不動産取得等事業向け ４，６５２ １８６ ４，３４６ １７３
３ヵ月以上延滞等 １９１ ７ １９１ ７
取立未済手形 ３ ０ ４ ０
信用保証協会等による保証付 ４０８ １６ ４４０ １７
出資等 ３３ １ ３２ １
上記以外 １３，１１０ ５２４ １３，２０２ ５２８

他の金融機関等の対象資本
調達手段のうち対象普通出
資等に該当するもの以外の
ものに係るエクスポージャー

９，９０３ ３９６ ９，９０３ ３９６

信用金庫連合会の対象普通出
資等であってコア資本に係る調
整項目の額に算入されなかった
部分に係るエクスポージャー

１，０１１ ４０ １，０１１ ４０

特定項目のうち調整項
目に算入されない部分
に係るエクスポージャー

１８８ ７ ２２９ ９

上記以外のエクスポージャー ２，００７ ８０ ２，０５８ ８２
②証券化エクスポージャー※３ － － －
③－１．複数の資産を裏付とする

資産（所謂ファンド）のうち、個々
の資産の把握が困難な資産

－ － －

③－２．リスク・ウェイトのみ
なし計算が適用されるエ
クスポージャー

１，３９５ ５５ １，４６５ ５８

ルック・スルー方式 １，３９５ ５５ １，４６５ ５８
マンデート方式 － － － －
蓋然性方式（２５０％） － － － －
蓋然性方式（４００％） － － － －
フォールバック方式（１２５０％） － － － －

④経過措置によりリスク・アセット
の額に算入されるものの額 ２７ １ ２７ １

⑤他の金融機関等の対象資本調達手
段に係るエクスポージャーに係る経
過措置によりリスク・アセットの額に
算入されなかったものの額

△５，６４１ △２２５ △５，６４１ △２２５

⑥ＣＶＡリスク相当額を８％
で除して得た額 － － － －

⑦中央清算機関関連エク
スポージャー － － － －

ロ．オペレーショナル・リスク
　  相当額を８％で除して得た額 ４，２８２ １７１ ４，２７２ １７０

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） ８３，５０１ ３，３４０ ８０，５８７ ３，２２３
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（注）１．信用リスクエクスポージャーに係るデリバティブ取引はありません。
２．「３ヵ月以上延滞エクスポージャー」とは、元本又は利息の支払が
約定支払日の翌日から３ヶ月以上延滞している債務者に係るエクス
ポージャーのことです。

３．上記の「その他」は、裏付けとなる個々の資産の全部又は一部を
把握することが困難な投資信託等及び業種区分に分類することが
困難なエクスポージャーです。具体的には現金、有形・無形固定
資産、繰延税金資産等が含まれます。

４．業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しておりま
す。

ロ．一般貸倒引当金、個別貸倒引当金の期末残高
及び期中の増減額

　　　　　３０ページに記載してありますのでご覧下さい。

エクスポージャー
区分

地域区分
業種区分
期間区分

信用リスクエクスポージャー期末残高
３ヵ月以上延滞

エクスポージャー貸出金等、
オフ・バランス取引 債　　券

２０２１
年度

２０２２
年度

２０２１
年度

２０２２
年度

２０２１
年度

２０２２
年度

２０２１
年度

２０２２
年度

国 内 ２０４，９６４ ２０２，５６５ ７３，０５１ ７２，４５６ ５６，４２１ ５３，６４２ ２４９ ３４８

国 外 ２７，８７１ ２９，６６２ － － ２７，８７１ ２９，６６２ － －

地 域 別 合 計 ２３２，８３６ ２３２，２２８ ７３，０５１ ７２，４５６ ８４，２９３ ８３，３０５ ２４９ ３４８

製 造 業 １０，４７８ １１，２８０ ５，１６３ ４，９６３ ５，３１５ ６，３１７ １６ １９

農 業、 林 業 ２６９ ２８５ ２６９ ２８５ － － － －

漁 業 １０ ９ １０ ９ － － － －

鉱業、採石業、砂利採取業 － － － － － － － －

建 設 業 ８，２３３ ７，９２１ ７，８３２ ７，８２１ ４００ １００ ２３ ７

電気・ガス・熱供給・水道業 １３，６６７ １４，８６０ － － １３，６６７ １４，８６０ － －

情 報 通 信 業 ９７１ ９２１ ５５３ ５０３ ４００ ４００ － －

運輸業、 郵便業 ６３４ １，１８６ ６３３ ６８４ － ５００ － １１

卸売業、 小売業 ７，８８２ ７，８７５ ６，６７７ ６，４６９ １，２０５ １，４０５ ３２ ２８

金融業、 保険業 １１６，８２９ １２０，４１８ ７，８８４ ９，３７９ ３７，９９７ ３９，００６ － －

不 動 産 業 ７，１６２ ７，２４７ ４，８５１ ４，７３６ ２，３０１ ２，５０１ ３６ ３４

物 品 賃 貸 業 ２，６８１ ３，８９７ １７６ ２９１ ２，５０２ ３，６０３ － －

学術研究、専門・技術サービス業 ３３９ ２８９ ３３９ ２８９ － － － －

宿 泊 業 ９３４ ８４０ ９３２ ８３７ － － － －

飲 食 業 １，６１９ １，７３３ １，６１９ １，７３３ － － ３５ １４２

生活関連サービス業、娯楽業 ９３４ １，１２３ ９３３ １，１２３ － － １８ １８

教育、学習支援業 ４８６ ５１２ ４８６ ５１２ － － － －

医 療、 福 祉 ２，６９５ ２，４０８ ２，６９５ ２，４０８ － － － １

その他のサービス ３，６２５ ３，５３０ ３，２２８ ３，１０２ ３９７ ４２７ １３ １０

国・地方公共団体等 ２６，８８５ １９，９４５ ６，６３６ ５，６３５ ２０，１０５ １４，１８１ － －

個 人 ２２，０４１ ２１，５９９ ２２，０４１ ２１，５９９ － － ７３ ７５

そ の 他 ４，４５１ ４，３４１ ８４ ６８ － － － －

業 種 別 合 計 ２３２，８３６ ２３２，２２８ ７３，０５１ ７２，４５６ ８４，２９３ ８３，３０５ ２４９ ３４８

１ 年 以 下 ３６，４３８ ４７，４２１ １２，６４７ １２，６７５ ７，５９２ ８，３３３

１年 超３年 以 下 ６８，６０２ ４８，９９８ １３，３６４ １２，８４３ １０，３３７ ５，５５５

３年 超５年 以 下 １５，５１４ １８，７１２ ９，５２４ ８，４７７ ５，９８９ ７，４３５

５年 超７年 以 下 １２，７７９ １２，７２７ ６，５４９ ６，２５９ ５，４２９ ６，４６７

７年超１０年以下 １６，５４５ ２３，５６８ ７，１７３ ８，５４６ ９，１３４ １１，３３９

１ ０ 年 超 ６５，９２０ ６３，０７５ １８，５１４ １７，８０６ ４４，９０５ ４３，２６９

期間の定めのないもの １７，０３５ １７，７２３ ５，２７６ ５，８４７ ９０４ ９０４

残存期間別合計 ２３２，８３６ ２３２，２２８ ７３，０５１ ７２，４５６ ８４，２９３ ８３，３０５

２．自己資本の充実度に関する事項
� （単位：百万円）

３．信用リスクに関する事項
　�（証券化エクスポージャーを除く）

イ．信用リスクに関するエクスポージャー及び主な
種類別の期末残高  ＜地域別・業種別・残存期間別＞

� （単位：百万円）

（注）１．所要自己資本の額＝リスク・アセット×４％
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）
並びにオフ・バランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のこと
です。

３．「３ヵ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の
翌日から３ヵ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び
「我が国の中央政府及び中央銀行向け」から「法人等向け」（「国
際決済銀行等向け」を除く）においてリスク・ウェイトが１５０％になっ
たエクスポージャーのことです。

４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算定して
います。

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×１５％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

５．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％
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ハ．業種別の個別貸倒引当金及び貸出金償却の残高等
� （単位：百万円）

ニ．リスク・ウェイトの区分ごとの
エクスポージャーの額等

� （単位：百万円）
個別貸倒引当金

貸出金償却
期首残高 当期増加額

当期減少額
期末残高

目的使用 その他
２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度

製 造 業 １６０ １８４ ２４ １５ － １０ １６０ １７４ １８４ １８９ － １０
農 業 、 林 業 － ３ ３ △１ － － － ３ ３ １ － －
漁 業 － － － － － － － － － － － －
鉱業、採石業、砂利採取業 － － － － － － － － － － － －
建 設 業 ４８９ ５１３ ３９ △４０ １５ ２０ ４７４ ４９３ ５１３ ４５３ － －
電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － － － － － － － － －
情 報 通 信 業 － － － － － － － － － － － －
運 輸 業、 郵 便 業 ６ ４ △１ △０ － － ６ ４ ４ ４ － －
卸 売 業、 小 売 業 ２９５ ３００ ５ ９３ ０ － ２９４ ３００ ３００ ３９３ － －
金 融 業、 保 険 業 － － － － － － － － － － － －
不 動 産 業 ５１ ８３ ３２ △１ － － ５１ ８３ ８３ ８２ － －
物 品 賃 貸 業 － － － － － － － － － － － －
学術研究、専門・技術サービス業 ８ ７ △０ △５ － － ８ ７ ７ １ － －
宿 泊 業 １９８ ２０５ ７ ４６ １ － １９７ ２０５ ２０５ ２５１ ０ －
飲 食 業 １０７ １２５ １８ ５ ０ ８ １０７ １１７ １２５ １２２ － ８
生活関連サービス業、娯楽業 ４１ ４０ ０ ２ １ ０ ４０ ４０ ４０ ４３ － ０
教 育、 学 習 支 援 業 － － － － － － － － － － － －
医 療 、 福 祉 ３９ ４０ ０ １３２ － １１ ３９ ２８ ４０ １６１ － １１
そ の 他 の サ ー ビ ス ３２ ４８ １５ △９ － ９ ３２ ３８ ４８ ２８ － ０
国・地 方 公 共 団 体 等 － － － － － － － － － － － －
個 人 １８９ １７１ △１７ ８ ０ １１ １８８ １５９ １７１ １６８ － １１
合 計 １，６２１ １，７２９ １２７ ２４４ １８ ７２ １，６０２ １，６５７ １，７２９ １，９０１ ０ ４２

� （単位：百万円）
信用リスク

削減手法

ポートフォリオ

適格金融資産担保 保　証 クレジット・デリバティブ

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度

信用リスク削減手法が
適用されたエクスポージャー ９０４ ８６２ ２１，４１８ ２４，７９０ － －

２０２１年度 ２０２２年度
与信相当額の算出に用いる方式 カレントエクスポージャー方式 カレントエクスポージャー方式
グロス再構築コストの額の合計額 －　 －　
グロス再構築コストの額の合計額及び
グロスのアドオン合計額から担保によ
る信用リスク削減手法の効果を勘案す
る前の与信相当額を差し引いた額

－ －

６．証券化エクスポージャーに関する事項
イ．オリジネーターの場合　ロ．投資家の場合

　　　・該当ございません。� ・該当ございません。

７．出資等エクスポージャーに関する事項
イ．貸借対照表計上額及び時価

ロ．出資等エクスポージャーの売却及び償却に伴う損益の額
　　・該当ございません。

ハ．貸借対照表で認識され、かつ、損益計算書
で認識されない評価損益の額

　　・該当ございません。

ニ．貸借対照表及び損益計算書で認識されない評価損益の額
　　・該当ございません。

（単位：百万円）

区　分
２０２１年度 ２０２２年度

貸借対照表計上額 時　　価 貸借対照表計上額 時　　価
上 場 株 式 等 － － － －
非 上 場 株 式 等 １，０４４ １，０４４ １，０４４ １，０４４
合 計 １，０４４ １，０４４ １，０４４ １，０４４

（単位：百万円）

担保による信用リスク削減手法の
効果を勘案する前の与信相当額

担保による信用リスク削減手法の
効果を勘案した後の与信相当額

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２２年度
①派生商品取引合計 － － － －

(ⅰ)外国為替関連取引 － － － －
(ⅱ)金利関連取引 － － － －
(ⅲ)金関連取引 － － － －
(ⅳ)株式関連取引 － － － －
(ⅴ)貴金属（金を除く）関連取引 － － － －
(ⅵ)その他コモディティ関連取引 － － － －
(ⅶ)クレジット・デリバティブ － － － －

②長期決済期間取引 － － － －
合　　　計 － － － －

告示で定める
リスク・ウェイト

区分（％）

エクスポージャーの額
２０２１年度 ２０２２年度

格付有り 格付無し 格付有り 格付無し
０％ － ４１，３７５ － ３４，２５９

１０％ － ４，４８１ － ５，３０４

２０％ ２，６０６ １０３，６０６ ４，９０９ １０７，００３

３５％ － ７，０４３ ５００ ６，６１６

５０％ ２３，８９１ ３２４ ２６，０８４ ３３７

７５％ － ２４，３０２ － ２３，９０９

１００％ ２，６０７ １９，６２０ １，７０４ １８，６７３

１５０％ － １２２ － １２４

２００％ － － － －

２５０％ － ３，０８６ － ３，１０３

合　　計 ２２３，０６６ ２３２，５３２

（注）１．格付は適格格付機関が付与している
ものに限ります。

２．エクスポージャーは信用リスク削減
手法適用後のリスクウェイトに区分し
ております。

（注）１．当金庫は、国内の限定されたエリアに
て事業活動を行っているため、「地域
別」の区分は省略しております。

２．業種別区分は日本標準産業分類の大
分類に準じて記載しております。

８．�リスク・ウェイトのみなし計算が適用される
エクスポージャーに関する事項

９．金利リスクに関する事項

（注）当金庫は、適格金融資産担保について簡便手法を用いております。

４．信用リスク削減手法に関する事項
信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャー

５．派生商品取引及び長期決済期間取引の
取引相手のリスクに関する事項� （単位：百万円）

（注）１．金利リスクの算定手法の概
要等は、「定性的な開示事項」
の項目に記載しております。

（単位：百万円）
２０２１年度 ２０２２年度

ルック・スルー方式を適用するエクスポージャー １，３５９ １，４８９
マンデート方式を適用するエクスポージャー － －
蓋然性方式（２５０％）を適用するエクスポージャー － －
蓋然性方式（４００％）を適用するエクスポージャー － －
フォールバック方式（１２５０％）を適用するエクスポージャー － －

（単位：百万円）
ＩＲＲＢＢ１：金利リスク

項
番

イ ロ ハ ニ
ΔＥＶＥ ΔＮＩＩ

当期末 前期末 当期末 前期末
１ 上方パラレルシフト ８，５３４ ９，１８４ － －
２ 下方パラレルシフト － － ３ ８４
３ スティープ化
４ フラット化
５ 短期金利上昇
６ 短期金利低下
７ 最大値 ８，５３４ ９，１８４ ３ ８４

ホ ヘ
当期末 前期末

８ 自己資本の額 １１，０７５ １０，８６４


